










学位記番号 文第 249 号
学位授与年月日 平成20年11月 13 日










第一章 シシ踊り研究史の概括…...・H・..…………...・ H ・..…………...・ H・..……………… 3
一、シシ踊り研究史……………………………一………ー……・…………………-…… 3
二、シシ踊り研究史の整理と課題…・・…ー…・……・ー……・…………・・…………・……15







第三章 関東地方のシシ踊り...・H・..…………………...・ H ・..…………………...・ H ・..… 122
一、栃木県のシシ踊り-一・・……………………………………………………………. 123 
二、茨城県のシシ踊り………一………………………………………………………・ 126
三、 埼玉県のシシ踊り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 127 
-299-
??????????????????? ? ? ?






















































































































































































































































































い。 ということは、 芸能分野の知見のみならず他の学問の助力や連携を必要とする 。 たかがシシ踊りと
いえども、気候風土も含めた総合的な人文科学的知見のもとで分析 ・ 検討されなければ、 本当の姿はみ
えてこない。 シシ踊り研究の途上にある現在、そのことを今後の研究上の命題としたい。
写真 1 墓地で演じる青森県平川市の古懸獅子踊 写真 2 新仏の遺影を前にして踊る秋田県仙北市
の白岩ささら
写真 3 新仏の遺影を前にして踊る岩手県奥州市 写真 4 新仏の遺影を前に演じる山形県寒河江市
江刺区の餅田鹿踊 の内楯旭一流獅子踊
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写真 5 春彼岸に家々の庭先で演じる会津彼岸獅 写真 6 埼玉県川越市の石原ささら獅子舞右端
子の一つ、 天寧獅子 が指揮棒を持つ「山の神」





















写真17 rかかし」を演じる岩手県角懸鹿踊(左 写真18 岩手県八日市鹿踊の「案山子踊り J
手前の帽子姿の人物が案山子役)
写真19 r棒使いJ r太刀使いj の演技(山形県鶴 写真20 岩手県の早池峰神楽の権現様
岡市(旧藤島町)の添川獅子踊)




写真23 幕踊り系の墓地での供養踊り(岩手県岩 写真24 山寺立石寺で演じる天童市高揃聖霊菩提




























































旧暦 7 月 7 日 13 日 16 日 20 日 摘要(現 8 月 8 日)
-ナヌカピ(津軽) -盆棚っくり(ガキメシ -早朝、盆棚を川へ流 -仏送り -新仏の家では 7 月 l
-ナヌカボン(南部) を供える) す (二十日盆) 日頃から高燈龍。
墓地の草取り・清掃 -ホカイ(津軽・南部と -仏送り(送り盆) -ホゲサライ(墓の供
3青オF木ミこ 「七回水浴びして、
も) ※地獄のカマのふたが え物を子どもが持つ





-ナヌカピ(ナノカボ -施餓鬼棚-盆棚の下に -送り盆(送り火) -二十日盆 三十一日盆(ミソカボ
ン) は無縁仏(ムギホー -ホトケオクリ、盆棚 ン)、送り盆(北上市
墓掃除、墓参り ゲー)への供え物(オ を川に流す 口内)
-ハカハライ(墓払い) ミヤゲ)あり ※地獄のカマのふたが ※ 8 月 1 日のマツアカ





-ナノカピ -盆棚っくり、盆棚わき 14日(早朝暗いうちに -オワリ盆(送り 三十日盆(ミソカボ
-墓ハライ に無縁仏への供物 提灯をつける) ~16 日 火) ン)送り盆
城呂
「七回水浴びして七 -迎え火 (送り火) -二十日盆 三十一日送り盆
回食べるJ -新仏の家では燈龍柱を 墓参り
. I七夕踊り」 立てる 供物を川に流す
※地獄の釜のふたがあ
く
. Iタナパタのササラ -精霊棚っくり -送り盆、盆棚・供え -二十日盆 十三日夜「ハカムシ
スリ J (下戸沢) -墓参り(または 14 日早 物を川に流す -送り火 リ」の習俗
-ナヌカピ 朝) -送り火 子供が墓に供えた食べ
-墓払い -墓ササラ(木正沢、檎 物を持っていく
-迎え火(島田目) 木内) 7 月 1 日「釜の口開






-墓掃除 -墓参り -送り盆 -二十日盆 二十四日 うら盆(田
-墓払い -盆棚っくり、ガキゴメ -送り火 -アト盆(志津) JII、田麦俣)
-ミガキ盆(横田尻) を供える -魂送り(谷地) 二十三日以降庄内地
-七日盆 -迎え盆 -オカエリ(通町) 方は死霊がモリの山に
「七回水浴びして七 -迎え火 オカエリダンゴをつ 集まるので参詣に行く
形山 回赤飯を食べる。女 -新仏の家では 3 年間高 くる (施餓鬼供養)性は髪を七回洗う」 燈龍を立てる (13 日~ -ミヤゲダンゴ(宮野 -ハカヤッコニ墓の供
-早朝に墓参り(東根 16日、北青沢) 浦) え物を子供が持って




-墓掃除 -盆棚をつくる。片隅に -送り盆 -二十日盆送り火 -新仏の家では 7 月 1
-ナノカ盆 無縁仏も杷る 盆棚、お供え物を川 日頃から高燈能。













































































































































団 体 名 「鉄砲 「案山子 摘 要踊り」 踊り」
1 久田鹿踊(岩手県) 。 。 「墓回向」の演目と歌詞( 7 つあり)
2 釜津田鹿踊(ク) ﾗ 。 墓歌、せがき歌、あり
3 大川鹿踊(ク) ﾗ 。 御墓被い、花コ讃、舟和讃
4 岩泉踊こ (4 種の踊り、岩手県) 。 。 「黍とり」の演目で、左 2 つを意味する
5 有芸鹿踊(岩手県) 。 。 「鉄砲鹿々前口上」あり
6 宮野目鹿踊(ク) 。 。 墓踊りはかつてあった
7 八幡獅子踊( 11 ) ﾗ 。
8 江曾獅子踊(ク) 。 。
9 湯本鹿踊い) 。 。 「鹿ノ由来」あり
10 梁川鹿踊(ク) 。 ﾗ 「墓回向」あり
11 鶴羽衣鹿踊(ク) 。 。
12 餅田鹿踊(ク) 。 。
13 笹崎鹿踊(ク) 。 。 もとは盆に「ばんがく」と言って踊り歩く(3 日間)
鉄砲踊と一体となっている。「墓踊」あり
14 鹿妻鹿踊(ク) ﾗ 。 もとは盆に「ばんがく」と言って踊り歩く
(3 日間)
15 清水目鹿踊(ク) ﾗ 。 鉄砲踊と一体となっている。「墓踊J あり
16 金ヶ崎北方鹿踊(ク) 。 。 「供養の唄」あり
17 三ヶ尻鹿踊(ク) 。 。 イ弗歌(墓回向)あり
18 細野鹿踊(ク) 。 。
19 紫野鹿踊(ク) 。 。
20 小通鹿踊(ク) 。 。
21 駒木鹿子踊い) ﾗ 。
22 鷹鳥屋獅子踊(ク) ﾗ 。
23 張山しし踊い) ﾗ 。 「墓獅子」の演目あり
」
24 上抑しし踊い) ﾗ 。 「施餓鬼棚ほめ」演目あり
25 角懸鹿踊(ク) 。 。
26 八日市鹿踊(ク) ﾗ 。
27 伊手金津流獅子踊(ク) 。 。
28 梁川金津流獅子踊(ク) 。 。
29 軽石鹿踊(ク) 。 。
30 石関鹿踊(ク) 。 。
31 地の神鹿踊(ク) 。 。
32 内ノ目鹿踊い) 。 。 8 月 14~16 日お寺や商店街で「礼庭J を踊って精霊を供養
33 白石鹿踊(ク) 。
34 更木鹿踊(ク) 。 。
35 口内鹿踊(ク) 。 。
36 相去鹿踊(ク) 。 。
37 臥牛鹿踊(ク) 。 ﾗ 






39 富士麓行山流鹿踊(ク) 。 。
40 伊藤流行山鹿踊い) 。 。
41 増沢鹿踊(ク) 。 。
42 鴨沢鹿踊い) 。 。 お盆 (14~ 16 日)に踊る墓回向あり
43 田野畑鹿踊(ク) ﾗ 。
44 行山流舞川鹿子踊い) ﾗ 。
45 行山流高瀬鹿子踊( 11 ) 。 。
46 行山流外館鹿子踊(ク) ﾗ 。
47 春日流落合鹿子踊(ク) ﾗ 。
48 小沢鹿踊(ク) ﾗ 。
49 菅窪鹿踊(ク) ﾗ 。
50 山谷鹿踊(ク) ﾗ 。
51 永浜鹿踊(ク) 。 。
52 附馬牛獅子踊(ク) ﾗ 。 「墓獅子」あり
53 舞出鹿踊(ク) 。 。
54 川前鹿踊(宮城県) ﾗ 。
55 上谷刈鹿踊い) ﾗ 。
56 早稲谷鹿踊(ク) 。 。
57 福岡鹿踊(ク) ﾗ 。
58 鹿楽招旭踊(山形県山形市) ﾗ 。
59 
聖霊菩提獅子踊り ﾗ 。(山形県天童市)
60 土橋獅子踊り(山形県中山町) ﾗ 。
61 深沢獅子踊(山形県村山市) ﾗ 。
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資料 5 東北地方のシシ踊り儀礼一覧(代表的事例)
県名 団体名 踊りはじめ 踊り終わり
青森県 一野渡獅子 旧暦 7 月 14 日「獅子舞 「獅子舞納め」かつては 獅子頭を祈祷してから「山越
踊 初めJ (，獅子起こしJ) 収穫後の秋休み えJ ，橋渡り」などの演目を




大沢獅子踊 旧暦 7 月 14 日「獅子起 11 月 23 日 ~26 日「獅子 「獅子起こし」は謡いを唄う o I 
(弘前市) こし」 納め」 「獅子納め」は獅子頭をもっ
て家々をまわる。
古懸獅子踊 3 月「幕降ろしJ (，獅 12月「獅子納め」
(平川市) 子起こしJ)
沖館獅子踊 一 9 月下旬(秋さなぶり) 「獅子納め」は盛大なお膳が
(平賀町) 「獅子納め」 出て、すべての演目を踊る。
その他の津軽地方では、旧暦 8 月 2 日「獅子起こし」、旧暦 9 月 29日「獅子納め」。さらには旧
暦 7 月 7 日「魂入れJ、 9 月の秋祭り終了とともに「魂抜き」という所あり。団体によっては、
桃の木の枝で目つぶしの所作を行ったり、御神酒を飲ませたり、生魚を食べさせるしぐさをして、
シシを鎮める。
秋田県 戸沢ささら 旧暦 7 月 7 日「笠揃いJ 旧暦 8 月 15 日「獅子納 「獅子納め」では太夫が獅子
(仙北市西 めJ (，笠納めJ) 頭の髪を切り、来年まで休む
木村) ょう祈る。
比立内獅子 旧暦 7 月 13日「笠揃い」 旧暦 7 月 20 日「獅子納
踊 め」
(阿仁町)
『日本の民俗秋田j (第一法規)には、旧暦 7 月 7 日「笠揃い」、旧暦 8 月 13日「笠納」とある。
岩手県 釜津田鹿踊 一 9 月 23日「笠払い」 踊りはじめは不詳
(岩泉町)









山形県 八色木獅子 旧暦 7 月 7 日「精入れ」 旧暦 7 月 23 日「精抜き」 「精抜き」の際、師匠が獅子
踊 現在は 8 月 7 日実施 (，精戻しJ) 頭の左目上部付近を万で突き
(鶴岡市) 現在は 8 月 23日実施 刺す所作をする。その時「エ
イーッ IJ と声をあげる。
添川獅子踊 旧暦 7 月 13日「精入れ」 旧暦 7 月 19日「精抜き」
(鶴岡市) 現在は 8 月 13日実施 現在は 8 月 19日実施
小中島獅子 旧暦 7 月 7 日「精入れ」 旧暦 7 月 23 日 現在は中断している
踊
(鶴岡市)
j度前獅子踊 旧暦 7 月 7 日「精入れ」 旧暦 8 月 24日「精抜き」 現在は中断している
(鶴岡市) (，幕付けJ)
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豊栄獅子踊 旧暦 7 月 7 日「精入れ」 旧暦 7 月 23日「精戻し」 現在は中断している。かつて|
(鶴岡市) 「祭典獅子」は旧暦 7 月 13 日
「精入れ」、 7 月 16日に「精戻
し」を行った。
無音獅子踊 旧暦 7 月 23日「精抜き」 現在は中断している。踊りは
(鶴岡市) じめは不詳。うら盆に行う。
須走獅子踊 旧暦 7 月 7 日「精入れ」 旧暦 7 月 23日「精抜き」 現在は中断している。
(鶴岡市)
吉岡獅子舞 旧暦 7 月 7 日「精入れ」 旧暦 7 月 15日「精戻し」
(庄内町)
青沢獅子踊 旧暦 7 月 7 日「幕揃え」 踊り終わりが不詳。
(酒田市)
木の沢獅子 旧暦 7 月 7 日「精入れ」 旧暦 7 月 23 日「幕はず うら盆に行う。
踊 (f幕付けJ) し」
(庄内町)
坂本獅子踊 旧暦 7 月 7 日「精入れ」 旧暦 7 月 24 日「精抜き」
(酒田市) (f神送り J)










































|権現様の「墓獅子JI 東北東北 |力スミへの「通り神楽J (廻り神楽)卜 の
の |村落社会の鎮魂(タマシズメ)願望ト 歴史歴史 風|修験山伏の関与・助力|風 鹿 土







: シシ=山から来訪する「精霊J • 
r死霊」観念 l 
令
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:シシ=r山の神」観念 l
念仏系踊り 三頭シシ踊り(三匹獅子舞)
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U
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論文審査結果の要旨
本論文では、東北地方のシシ踊りを取り上げ そこにみられる宗教的機能や特質をフィールドワーク
の成果と文献資料とから把握し、他地域のシシ踊りとの比較も交え、従来まで見られなかった広範囲な
観点から歴史的文化的に解明することを目指している。
十一章から成る本論文は、その内容構成から問題提起・事例報告・事例分析の三種に大別される。ま
ず問題提起として、第一章ではシシ踊り研究史の整理がなされ、続く第二章において本論文の問題関心
がシシ踊りの機能解明にあることが示される。これを受けて第三章で東北地方の、第四章で関東地方と
新潟県の、そして第五章で東北地方から伝播したシシ踊りの事例が、著者自身の長年にわたる豊富な調
査の成果に基づいて事例報告される。これらを踏まえて総括される事例分析は、第六章から第八章にお
き、東北地方のシシ踊りの機能的特徴が鎮魂供養にある点、その鎮魂供養のためには霊獣化されたシシ
の姿が必要であった点、またそのようなシシ踊りの成立に修験山伏が関与した点などが示される。これ
らの指摘を手がかりに、それぞれの地域の歴史的展開や文化的特性を加味した観点から東北地方全体の
シシ踊りを鳥撤したのが、第九章の指摘である。続く第十章では、前章で示された九つの文化圏の分析
から、関東地方からもたらされた「三頭シシ踊り J がもとになって「多頭シシ踊り」が生まれたとする
東北地方のシシ踊りに対する従来までの展開論に異議が唱えられる。そして第十一章では、本論文全体
の総括と今後の課題が示される。
本論文の圧巻は、最終章で示される「鎮魂供養シシ踊り成立過程模式図」と「東北地方のシシ踊り文
化圏概念図」である。そのどちらもが、従来までの多くの研究者の業績に対する批判的検討に立って構
想されたものであるが、地道な調査の中からシシ踊りの行われている現地の社会的歴史的文化的背景に
眼を配って整理している点は斬新で、ある。また本論文のよって立つ視角が、先学の多くが行ってきたよ
うな狭いものではなく、東北地方の事例のみならず、これを隣接する関東や中部、さらには東北から伝
播した四国の事例なども比較対象として取り上げて分析している点は、これまでのシシ踊り研究に対し
て新たな方向を示すものといえる。若干論証の粗い部分があり、さらなる検証の余地が残されているが、
本論文で初めて指摘された知見やその独自な視角は示唆に富み、その成果は、広く関係分野の発展に大
きな寄与をなすことは間違いない。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに充分な資格を有するものと認められる。
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